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 第５章 方策の推進 

産業力・観光力の強化を支援します！ (1) 

Ｐｏｉｎｔ  

 ４０  

具体的な取組 

 ■ 物流等の迅速化・円滑化 

 県内企業の競争力強化を図るとともに、
地域経済への多面的な波及効果が期待で
きる新規企業の誘致を進めるため、迅速
かつ円滑な物流・人流の実現に資する山
陰道や地域高規格道路* 、さらには、企
業団地・工場からインターチェンジ、港
湾・空港等へのアクセス性の向上を図る
国道・県道の整備を推進します。 

 ■ 特殊車両通行許可制度*の改善等 

 利用者ニーズを踏まえた大型車両の通行を誘導すべき道路の指定や、特殊車両
通行許可制度*における通行条件の緩和等を国へ要望するなど、物流の効率化に
努めます。 

方策の具体的な取組 １ 

* 
* 

 人口減少社会において、地域経済の活性化を図り、新たな雇用を創出するために
は、県内企業の競争力強化や農林水産業の振興、地域資源を活用した観光の振興な
ど産業の活力を高めていくことが不可欠です。 
 このため、県内外における物流等の円滑化や、広域観光ルートの形成、産業の立
地等に資するサービス水準の高い道路ネットワークの整備を推進します。 

【山口県の幹線道路網】 

未着手区間 未着手区間

事業中 事業中

供用済 供用済

事業中 早期事業化要望

国際拠点港湾 重要港湾

空港

凡

　

　

　

例

平成27年11月末時点

高規格幹線道路 地域高規格道路

その他

幹線道路

平成２８年４月現在 

県道山口宇部線（山口市朝田） 

* * 



 方針▶Ⅰ 産業・地域を『支える』 

４１  

 ■ 観光客の利便性の向上 

 小郡萩道路（美祢東JCT～絵堂IC）の整備によ
り、山口宇部空港やＪＲ山陽新幹線新山口駅などの
広域交通拠点

*
から萩市などの観光地へのアクセス

性が向上し、観光振興に寄与しています。 

項目 現在 概ね１０年後 

インターチェンジ３０分圏カバー率(面積) 82% 85% 

空港１時間圏カバー率(面積) 58% 65% 

物流拠点港湾*１時間圏カバー率(面積) 68% 75% 

新幹線駅３０分圏カバー率(面積) 40% 45% 

成果を示す評価指標 

 観光振興につなげるため、空港や新幹線駅等の広域交通拠点*と観光地、観光地相
互の移動時間の短縮や、周遊ルートの形成に資する道路の整備を推進します。 
 また、観光客の利便性の向上を図るため、交通結節点*の機能強化やスマートイン
ターチェンジ*の整備促進、道の駅における情報提供の充実に努めます。 

交通結節点
*
の機能強化 企業団地へのアクセス強化 

港湾へのアクセス強化 空港へのアクセス強化 

高速道路へのアクセス強化 

地域拠点 スマート 
インターチェンジ* 

の整備 

大型車通行規制の改善 

地域拠点 

国道・県道の整備 情報の提供 

高規格幹線道路*の整備 

地域高規格道路*等の整備 

空港 

港湾 

コンテナ・ターミナル 

企業団地 

駅 

駅前広場の整備 

案内標識の整備 

都市拠点 

道の駅 

 山口宇部道路周辺の産業団地における企業立地数
（平成23年からの累計） 

 山口宇部道路の全線供用後（H23.7暫定2車

線）、沿線の山口テクノ第２団地の分譲地が完売
するなど、企業進出が順調に進んでいます。 

山口宇部道路周辺の産業団地 

宇部臨空頭脳パーク

宇部新都市

宇部テクノパーク

山口テクノ第2団地

山口テクノパーク

期待される効果 



暮らしやすいまちづくりを支援します！ (2) 

 ４２  

Ｐｏｉｎｔ   

 医療や商業等の都市機能*を相互に補完し、地域の持続的な発展を図るため、各都市間
や広島都市圏・福岡都市圏との広域的な交流・連携に資する道路や、各拠点間を結ぶ道
路の整備を推進します。 

都市 

地域 

中山間地域
*
 

元気生活圏* 

地域拠点 

都市拠点 

具体的な取組 

 ■ 交流・連携の強化 

            

                        

            

地域拠点 

地域拠点 地域拠点 

地域拠点 

都市拠点 

基幹的集落* 

周辺集落 周辺集落 

やまぐち元気生活圏* 

やまぐち元気生活圏* 

やまぐち元気生活圏* 
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 人口減少や少子高齢化が進行する中で、地域が持続的に発展していくためには、各地
域が生活に必要な医療や商業等の機能を一定のエリアに集約（コンパクト化）するとと
もに、不足する機能を互いに補完することが必要です。 
 中小の都市が分散する本県においては、それぞれの都市が高次の都市機能*を分担して
互いに補完するとともに、都市内や周辺地域においても、都市の中心部やその周辺の生
活の拠点等に必要な機能を階層的に配置し、各拠点の持つ機能を補完・連携する集約型
のまちづくりと、集約型まちづくりを支える各拠点間の交流・連携のネットワーク（コ
ンパクト＋ネットワーク）が求められています。 
 都市や地域の拠点に都市機能*を集約するコンパクトなまちづくりや、中山間地域*の
やまぐち元気生活圏

*
の形成と併せ、都市間や拠点間の交流・連携を強化する道路や、生

活の利便性・安全性の向上を図る道路の整備を推進します。 
  



項目 現在 概ね１０年後 

都市計画道路*の整備率 59% 60% 

車両のすれ違いが困難な箇所の解消率 78% 80% 

１９市町３０分圏カバー率(面積) 59% 65% 

 ■ 生活の利便性の向上 

 日常生活の利便性・安全性の向上を図るため、都市計画道路*や生活道路の整備を
推進します。 
 また、公共交通機関との連携を強化するため、鉄道駅等とのアクセス性の向上に資
する道路の整備を推進するとともに、交通結節点*の機能強化を促進します。 

 方針▶Ⅰ 産業・地域を『支える』 

４３  

集落 

１車線改良* 

線形改良* 視距確保* 

１．５車線的道路整備* 

駅前広場の整備 

歩行空間の整備 

アクセス道路の整備 

都市計画道路*の整備 

踏切道の立体交差化 

バス停の整備 

待避所*設置 

２車線改良 

 JR新下関駅と旧国道191号を連絡
する県道田倉新下関停車場線（都市計
画道路*長府綾羅木線）の供用により、
JR新下関駅の交通結節点*としての機
能が強化されました。 

Ｈ20年2月23日開通区間

N

山陰道（萩・三隅道路）
L=15.2km

し
も
の
せ
き

至

下
関

やまぐち

至 山口
191

490

191

262191

長門市

萩市

ます だ

至 益田

萩IC

三隅IC

明石IC

H23年9月23日開通区間

長門市役所

萩市役所

三見IC
約25km

約26km

 萩・三隅道路（山陰道）の整備
を契機に、萩市、長門市が共同
で清掃工場を建設しました。 

萩・長門清掃工場（はなもゆ） 

地域間連携が促進！ 

交通結節点＊の機能強化！ 

成果を示す評価指標 

期待される効果 

都市計画道路*長府綾羅木線 



渋滞対策を推進します！ (3) 

 ４４  

Ｐｏｉｎｔ   

 道路の交通渋滞の状況は深刻化しており、県内で年間に発生する渋滞損失時間*は
約2,741億人時間、貨幣価値換算すると約５８６億円にも上ります。渋滞による速
度低下に伴い、CO２排出の増大など環境面への問題が発生しているほか、円滑な物
流に支障をきたすなど、企業の立地や産業の活性化にも影響を与えています。 
 このため、損失時間が多い主要渋滞箇所*について、効率的かつ効果的な渋滞対策
を推進します。 

高速道路IC 

都市部の渋滞による 
物流効率の低下 

（数値はいずれも平成22年度道路交通センサスを用いて推計） 

物流拠点と高速道路ＩＣとの連結イメージ 

物資を急いで 
運びたいのに 

渋滞で前に進めない！ 

国道２号（周南市三田川） 

国道２号（下関市長府） 

国道２号（岩国市新港） 

国道１８８号（岩国市藤生） 



４５  

具体的な取組 

 ■ バイパス整備や交差点改良等による渋滞対策の推進 

 主要渋滞箇所*の渋滞を緩和するため、バイパ
スの整備や交差点の立体化、加えて、公共交通
への交通手段の転換を促すなどのソフト対策等
を推進します。 

成果を示す評価指標 

 下関北バイパスの開通により、旧国道191号
で発生していた渋滞が緩和されました。 

項目 現在 概ね１０年後 

渋滞を緩和させる「主要渋滞箇所*」数 4箇所 17箇所 

 方針▶Ⅰ 産業・地域を『支える』 

道路拡幅（多車線化） 交差点の立体化 交差点の改良 

・環状道路の整備 等 

・バイパスの整備 

体系的ネットワーク整備 

・慢性的な渋滞箇所 
の多車線化 

・渋滞が顕著な 

交差点の立体化 

・右折レーンの設置 

・交差角の改善 等 

交差点の立体化 

交差点の改良 

交通結節点*の機能強化 

道路拡幅（多車線化） 

 ※山口県道路交通渋滞対策部会*において、各関係機関が連携して渋滞対策の検討を行います。 

公共交通への転換 

出典：国土交通省中国地方整備局山口河川国道事務所作成資料 

期待される効果 

＊ 

＊ 



安心・安全な交通環境の確保を図ります！ (4) 

 ４６  

交通事故死者数の構成の推移 
資料：交通白書 平成27年版  

 ■ 生活道路等における交通安全対策の推進 
 生活道路、通学路等において、歩道を整備するなど、人優先の立場に立った交
通安全対策を推進します。 
 特に、通学路の合同点検において対策が必要とされた箇所については、子供た
ちが安心して通学できる歩道の整備や交差点改良等の対策を行います。 

ｃ
 

県道平生港田布施線（田布施町麻郷） 

狭隘ですれ違い困難な歩道 勾配が急で段差のある歩道 

Ｐｏｉｎｔ   

具体的な取組 

 また、高齢者や障害者などが日常生
活や社会生活において利用する既存の
道路施設等には、バリアフリー

*
化が

不十分なものがあります。 
 「どこでも、だれでも、自由に、使
いやすく」という、ユニバーサルデザ
イン*の考え方を踏まえ、バリアフ
リー*化を推進します。 

 県内の交通事故死者数のうち、歩行
者及び自転車利用者が約４割を占めて
います。 
 このため、歩行者や自転車利用者を
交通事故から守る取組を推進します。 

整備前 整備後 



 全ての人が安心・安全に移動することができるよう、幅の広い歩道の整備、歩
道の段差の解消・急勾配の改善、視覚障害者誘導用ブロック（点字ブロック）の
設置、自転車通行環境*の整備等を推進します。 

 ■ 全てのひとが安心して移動できる歩行空間の形成 

４７  

項目 現在 概ね１０年後 

通学路の歩道設置率 70% 75% 

歩行空間のバリアフリー*化率 89% 100% 

人身交通事故の発生件数（１０万人あたり）（年間） 410件 減少に努める 

 方針▶Ⅱ 人々のいのちを『守る』 

成果を示す評価指標 

県道長門三隅線（長門市浅田） 国道４８９号（周南市大神交差点） 県道岩国停車場線（岩国市麻里布） 

段差解消・急勾配の改善 

交差点改良 

点字ブロックの設置 

幅広歩道の設置 

自転車通行環境*の整備 

期待される効果 



  

救急活動を支援します！ (5) 

Ｐｏｉｎｔ   

 救急時の移動について、多くの人が不安を抱えています。 
 また、山陰地域などでは、3次救急*医療機関への搬送数が増加傾向にあるにもかかわ
らず、搬送までに６０分以上を要しており、地域の皆様の安心な暮らしを支えるために
は、迅速かつ円滑な救急活動を実現する必要があります。 
 医療施設までの信頼性の高い移動ルートの確保や、山陽側に集中する３次救急

*
医療機

関や最寄りの医療施設への移動時間の短縮により、救急活動を支援します。 

具体的な取組 

 ■ 緊急車両の迅速かつ円滑な通行の確保 

 救急・消防活動の迅速化・円滑化を確保するため、中山間地域*においては、狭
隘な道路の拡幅や待避所*の設置、線形不良箇所の改善を進めるとともに、都市部
においては、交差点改良や多車線化等、渋滞の緩和に取り組みます。 
 さらに、電柱が倒壊することによる道路の寸断を防止するため無電柱化

*
を推進

します。 

 ４８  

大病の場合、高度な医療

施設まで時間がかかる

３4％

近くの救急病院まで

時間がかかる

29％

道が狭いため搬送

がスムーズにでき

ないおそれがある

2３％

山道を通る必要があり大

雨時などに通れない可能

性がある 12％

工事などが多く、通行止め

の場合が多い 2％

救急時の移動に不安を感じる要因 

資料：平成２５年度県民アンケート調査結果 

長門・萩消防署管内から 
３次救急

*
医療機関への搬送件数 

資料：ヒアリング結果 

全国平均8.5分 

平成２６年版 救急・救助の現況 

平成２６年度 消防防災年報 

救急隊の現場到着時間（平成25年） 
主に山陰側で、救急隊の
現場到着が遅れている 

 現道拡幅、待避所*設置、 
 線形改良*   

交差点改良、多車線化、 
無電柱化* 

（件） 

資料： 

（分） 



 県民の命を守る救急医療活動を支援するため、救急医療施設への搬送時間の短縮
に寄与する山陰道や地域高規格道路*等の高規格道路やそのインターチェンジへのア
クセス性の向上に資する道路の整備を推進します。 

成果を示す評価指標 

 ■ 救急医療施設への搬送時間の短縮 

４９  

到達圏域の拡大 

 方針▶Ⅱ 人々のいのちを『守る』 

資料：平成２７年度 県政世論調査 

高度な医療施設への移動時間短縮を求める声 

項目 現在 概ね１０年後 

３次救急*医療機関１時間圏カバー率(面積) 75% 80% 

資料：平成２７年度 県政世論調査 

国道・県道の整備 

救急医療施設とのアクセス
向上に資する道路 

早く診てもらえて 
よかったね 

資料：平成22年度道路交通センサス 

2次救急医療機関の圏域 

出典：社会資本整備審議会道路分科会中国地方小委員会資料 

３次救急*医療機関など救急医療施設への到達時間の短縮が図られます。  

― 高速道路 

― 一般国道 

― 一般県道 

■10分到達圏 

■20分到達圏 

■30分到達圏  

【凡例】 

期待される効果 

３次救急*医療機関 

２次救急医療機関 

* 



  

災害時等にも機能する 
信頼性の高い道路ネットワークを構築します！ (6) 

Ｐｏｉｎｔ   

 ５０ 

 緊急輸送道路*をはじめとする既存道路ネットワークの防災・減災対策を進める
とともに多重性・代替性を確保する道路ネットワークを構築することにより、災
害時等の救急活動・緊急物資の輸送、復旧活動の支援等に迅速に対応でき、県民
の皆様が安心して暮らせるようになります。 
 

具体的な取組 

 ■ 防災・減災対策の推進 

非常に安心できる

１％

ほぼ安心できる

２５％

どちらともいえない

３１％

やや不安

３０％

非常に不安

１３％

災害時における道路の安心度 

 安心・安全な通行を確保するため、土砂崩れや落石等の危険性が高い法面の補強
工事や、越波対策など、防災・減災対策を推進します。 
 また、災害の未然防止・被害の最小化を図るため、定期的なパトロールの実施に
よる道路状況の把握に加え、異常気象時等における緊急パトロールの実施等により、
異常箇所の早期発見に努めます。 

落石を防止します 土砂崩れを防止します        

越波を防止します。 

H２２．７．１５ 県道美東秋芳西寺線（美祢市於福） 

県道下関長門線（下関市菊川町） 

国道１８８号（岩国市黒磯） 

国道１９１号（下関市津波敷） 

地すべりを防止します。 

県道山口宇部線（山口市佐山） 

資料：平成２５年度県民アンケート調査結果 



成果を示す評価指標   

５１ 

 災害時等の救急活動や緊急物資の輸送、迅速な復旧活動を支援するため、広域的な道路
ネットワークを構築する山陰道や地域高規格道路*の整備を推進するとともに、災害時等の
迂回路や避難路となる生活道路の整備を推進します。 
 さらに、電柱が倒壊することによる道路の寸断を防止するため無電柱化*を推進します。 

 ■ 広域道路ネットワークの構築や安心・安全な生活道路の整備 

 土砂崩れ等による災害時にも機能する多重性・代替 

性の確保された道路ネットワークの形成 

 方針▶Ⅲ 災害に『備える』 

項目 現在 概ね１０年後 

国道・県道の整備完了延長 － 100km 

災害時における道路網の安心度 26％ 向上に努める 

Ｈ２７．８．２５ 県道下関長門線（長門市深川湯本） 

萩市

中国自動車道

11

14

310

13

14

13

事前通行規制区間

連続雨量200mm

Ｌ＝２．２ｋｍ
150mm

Ｌ＝８．７ｋｍ

平成２５年７月２８日の大雨に伴う通行止め箇所

事前通行規制区間

連続雨量

250mm

Ｌ＝１．４ｋｍ

通行止め

迂回路

凡 例

期待される効果 



  

道路施設の耐震対策を推進します！ (7) 

Ｐｏｉｎｔ   

具体的な取組 

 ■ 橋梁の耐震補強 

 ５２  

 緊急輸送道路*は、大規模災害時における救助・救援活動や緊急物資輸送のため
に極めて重要な役割を担っており、大規模地震時に緊急輸送道路*がその機能を発
揮するためには、橋梁の倒壊を防止するための耐震補強を行っておくことが必要
です。 

  

大島大橋 

彦島大橋 周防大橋 片倉高架橋 

松陰大橋 

上関大橋 

音信大橋 

山口県緊急輸送道路
*
ネットワーク計画図 

新連帆橋 

荒神大橋 

＜凡例＞ 

 地震による被災時に円滑な救急・救援活動、緊急物資の輸送、復旧活動に不可
欠な緊急輸送を確保するため、緊急輸送道路*の橋梁や離島架橋、跨線橋、幹線道
路を跨ぐ跨道橋を優先して、耐震補強に取り組んでいます。 

※平成28年3月末時点での対象橋梁 ２３３橋 

 ＊        

 ＊        



  

４２  ５３  

成果を示す評価指標 

東日本大震災では、耐震補強対策を実施した橋梁について、以下のような効果が発揮され

ました。 

縁端拡幅工

橋脚補強工
（RC巻き立て）

落橋防止構造

（2連の上部構造を互いに
連結する構造）

落橋防止構造
（上部工と下部工を連結する構造）

 方針▶Ⅲ 災害に『備える』 

項目 現在 概ね１０年後 

橋梁の耐震補強実施率 25% 90% 

出典：社会資本整備審議会道路分科会資料 

  

期待される効果 
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修繕 更新 

道路施設の長寿命化を推進します！ (8) 

Ｐｏｉｎｔ   

 ５４  

 高度経済成長期に集中的に整備された橋梁やトンネルなどの道路施設の多くが
建設後５０年を迎えつつある現在、これまでの「事後保全型」の維持管理では、
更新費用の確保や持続的な機能の保持が困難となることが予想されることから、
適切な時期に修繕・更新を行うことで、施設の長寿命化を図る「予防保全型」へ
の転換が必要となっています。 

具体的な取組 

 ■ 老朽化した道路施設の計画的な修繕・更新等 

 橋梁やトンネル等について、点検・診断を実施
し、施設ごとに長寿命化計画*（個別施設計画）
を策定します。さらに、この計画に基づき、各施
設の健全度の確保、費用の縮減や平準化を図るよ
う戦略的な修繕・更新等を推進します。 

対象施設 策定年度 

１ 橋梁 写真 平成２３年度 

２ トンネル 写真 平成２７年度 

３ 
横断 
歩道橋 

写真 
平成２８年度
（予定） 

４ シェッド* 平成２８年度
（予定） 

５ 門型標識 写真 
平成２８年度
（予定） 

６ カルバート* 写真 
平成２９年度
（予定） 

道路施設の修繕・更新（事後保全型）費用の見通しの試算結果 

（億円） 

橋梁の老朽化の状況 

電子データ 

で保管 

長寿命化計画
*
 

の進捗状況確認 

長寿命化計画
*
 

の見直し 

長寿命化計画
*
 

（点検計画・補修計画） 

の策定 

【長期的なPDCAサイクル】 

【短期的なPDCAサイクル】 

点検・補修等の実施 

記録

点検

診断

措置

長寿命化計画*（個別施設計画）を
策定する6施設 



  

 ■ 山口県道路メンテナンス会議等を通じた市町支援 

 「山口県道路メンテナンス会議」は、県内の各道路管理者が相互に連絡調整等
を行うことにより、県内の道路施設の維持管理・修繕・更新等を計画的・効率的
に行い、道路施設の老朽化対策の強化等を図るため、平成２６年度に国土交通省
（山口河川国道事務所）が中心となって設立されました。 
 市町の多くは、老朽化対策のための予算や人材、技術力の不足などの課題を抱
えており、会議の中で支援策等について検討しています。 
 また、本県においても、技術講習会の開催や点検要領の提供等により、市町へ
の技術支援を行っていきます。 

成果を示す評価指標 

５５  

計画的な予防保全により、ライフサイクルコストの縮減を図ることができます 

●維持管理のトータルコストの縮減 

 小規模な予防的補修によりライフサイクルコストの低減を図ります。  
 

ライフサイクルコスト 小規模な予防的補修（ケース１）＜ 大規模な補修（ケース２） 

Ｔ3 Ｔ4

健
全
度

経年 経年
Ｔ1 Ｔ2 Ｔ3 Ｔ4 Ｔ1 Ｔ2

評
価
期
間
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
合
計

ケース１

ケース2
大規模な補修

小規模な補修

ケース１

ケース2

評価期間 評価期間

コスト縮減

 方針▶Ⅳ 未来に『つなぐ』 

山口県道路メンテナンス会議 技術講習会 

項目 現在 概ね１０年後 

長寿命化計画*（個別施設計画）の策定数 2計画 6計画 

期待される効果 



  

適切な維持管理に努めます！ (9) 

Ｐｏｉｎｔ   

 ５６  

具体的な取組 

 定期的に道路パトロールを実施して、道路の状況
を確認するとともに、必要に応じて、舗装の補修や
沿道の草刈、街路樹の剪定等を行うなど、適切な維
持管理を行います。 

 ■ 日常的な維持管理の充実・効率化 

 また、沿道に路肩コンクリートなどの防草対策
を実施することにより、草刈りに要するコストを
縮減し、道路の維持管理の効率化を図ります。 

路肩コンクリートによる防草対策 
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 山口県きらめき道路サポート事業
*
の 

登録団体数と登録人数 

 山口県では、道路の陥没や落石等の異状箇所の早
期発見、迅速な対応に努めるため、タクシー協会、
郵便局と協定を締結し、日常的に道路を利用されて
いる事業者からの情報提供も受け付けています。 

 また、国土交通省が運営す
る「道路緊急ダイヤル」では、
道路利用者が幹線道路の異状
等を発見した場合の緊急通報
を受け付けています。 

 舗装の補修や側溝の清掃、草刈、街路樹の剪定等、県民の皆様から様々な御意見・
御要望をいただいており、維持管理に関するニーズは高まっています。 
 こうした中、道路美化活動への参加者数は年々増加しており、県民の皆様との協働
により、将来にわたって適切に道路の維持管理を行っていく必要があります。 



  

５７  

 ■ 地域住民との協働による維持管理 
 将来にわたって、適切に道路の維持管理を行っていくには、地域住民等との協
働による取組が重要です。 
 県では、「山口県きらめき道路サポート事業*」や「やまぐち道路愛護ボラン
ティア支援制度*」といった地域住民の参画による美化活動など、住民等との協働
による維持管理を推進していきます。 

成果を示す評価指標 

地域住民との協働による維持管理の推進を通じて、維持管理水準の向上と地域住民

の道路愛護精神の涵養を図ります。 

 方針▶Ⅳ 未来に『つなぐ』 

項目 現在 概ね１０年後 

維持管理状況の満足度 44％ 向上に努める 

連携・協働のみちづくり 

ゴミは拾っておこう 

 地区単位で地域の住民の方々により組織されている団体が対象です。 
【募集団体の例】 自治会、地区老人クラブ、地区婦人会、地域活動ＮＰＯなど 

土木建築事務所 

委託料の支払い 

地域団体 

期待される効果 

 ■ 異常気象時等の対応 

 異常気象時等の緊急時においては、緊急パトロールの実施や、道路情報モニ
ターをはじめ、地元の道路利用者等からの情報収集を行い、異状箇所の早期発見
に努めます。また、異状箇所については、応急対策や交通規制の実施などにより、
災害や事故の未然防止に努めます。 



みちづくりの評価指標 ２ 

 ５８  

評価指標 指標の概要 

Ⅰ 産業・地域を『支える』 

①インターチェンジ30分圏カバー率(面積) 
山口県全域面積に対する「インターチェンジからの30分圏域面積」
の割合 

②空港1時間圏カバー率(面積) 山口県全域面積に対する「空港からの1時間圏域面積」の割合 

③物流拠点港湾
*
1時間圏カバー率(面積) 

山口県全域面積に対する「国際拠点港湾・重要港湾からの1時間
圏域面積」の割合 

④新幹線駅30分圏カバー率(面積) 
山口県全域面積に対する「新幹線駅からの30分圏域面積」の割
合 

⑤都市計画道路*の整備率 都市計画道路
*
延長（1,117ｋｍ）に対する「整備済延長」の割合 

⑥車両のすれ違いが困難な箇所の解消率 
国道・県道の総延長（3,435ｋｍ）に対する「すれ違い困難箇所（車
道幅員４ｍ未満）を解消した国道・県道の延長」の割合 

⑦19市町30分圏カバー率(面積) 
山口県全域面積に対する「市役所等からの30分圏域面積」の割
合 

⑧渋滞を緩和させる「主要渋滞箇所*」 数 
旅行速度が20km/h以下となる時間帯が、流入方向の1方向あた
り2時間以上となる交差点において、渋滞が緩和された箇所数 
※「主要渋滞箇所*」 として選定された、83箇所を対象とする 

Ⅱ 人々のいのちを『守る』 

⑨通学路の歩道設置率  
法指定通学路の延長（県管理：715ｋｍ）に対する「歩道整備済延
長」の割合 

⑩歩行空間のバリアフリー*化率 
重点整備地区内の生活関連経路

*
の延長（県管理：6ｋｍ）に対す

る「バリアフリー*整備済延長」の割合 

⑪人身交通事故の発生件数（10万人あたり）（年間） 人口10万人あたりの人身事故の年間発生件数 

⑫3次救急*医療機関1時間圏カバー率(面積) 
山口県全域面積に対する「3次救急*医療機関の1時間圏域面積」
の割合 

Ⅲ 災害に『備える』 

⑬国道・県道の整備完了延長  整備を完了する国道・県道の延長 

⑭災害時における道路網の安心度 
県民アンケートによる「災害時に安心できる道路網かどうか」におい
て、「非常に安心できる」、「ほぼ安心できる」と評価された割合 

⑮橋梁の耐震補強実施率 
緊急輸送道路

*
等の耐震補強対象橋梁（233橋）に対する「補強

済橋梁」の割合 

Ⅳ 未来に『つなぐ』 

⑯長寿命化計画*（個別施設計画）の策定数  
各道路施設の長寿命化計画*の策定数 
※山口県公共施設等マネジメント基本方針*に基づき、6施設を対象とする 

⑰維持管理状況の満足度 
県民アンケートによる「よく使う道路の維持管理状況」において、
「非常に満足」、「ほぼ満足」と評価された割合 



５９  

現況値 概ね１０年後の目標値 目標値の設定理由 

82％ ⇒85％ 
国道・県道の計画的な整備により、圏域の増加を図
る 

58％ ⇒65％ 
国道・県道の計画的な整備により、圏域の増加を図
る 

68％ ⇒75％ 
国道・県道の計画的な整備により、圏域の増加を図
る 

40％ ⇒45％ 
国道・県道の計画的な整備により、圏域の増加を図
る 

59％ ⇒60％ 都市計画道路
*
の計画的な整備を目指す 

78％ ⇒80％ 車両のすれ違いが困難な箇所の解消を目指す 

59％ ⇒65％ 
国道・県道の計画的な整備により、圏域の増加を図
る 

4箇所 ⇒17箇所   
国道・県道の計画的な整備により、渋滞の緩和箇所
の増加を図る 

70％ ⇒75％ 通学路における、歩道の計画的な整備を目指す 

89％ ⇒100％ 歩行空間の計画的なバリアフリー
*
化を目指す 

410件 ⇒減少に努める 交通事故のない安心・安全なまちづくりを目指す 

75％ ⇒80％ 
国道・県道の計画的な整備により、圏域の増加を図
る 

― ⇒100km 国道・県道の計画的な整備を目指す 

26％ ⇒向上に努める 
国道・県道の計画的な整備により、県民の安心度向
上を図る 

25％ ⇒90％ 
優先して耐震補強が必要な橋梁の計画的な対策を
図る 

2計画 ⇒6計画 
計画の策定により、道路施設の健全度の確保、費用
の縮減や平準化を図る 

44％ ⇒向上に努める 適切な維持管理により、県民の満足度向上を図る 



● 概ね10年後のカバー率（面積） 

 ６０  

インターチェンジ３０分圏 

概ね10年後の目標値 

85% 

H27年度 現況値 

82% 

空港1時間圏 

概ね10年後の目標値 

65% 

H27年度 現況値 

58% 

物流拠点港湾*1時間圏 

概ね10年後の目標値 

75% 

H27年度 現況値 

68% 

下関港 小野田港 宇部港 徳山下松港 

三田尻中関港 

岩国港 

北九州空港 

山口宇部空港 

萩・石見空港 

岩国錦帯橋空港 

○ ＩＣ  

 概ね１０年後の道路整備状況から想定される

到達圏を図示しています。 

資料：平成22年度道路交通センサス 
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３次救急*医療機関１時間圏 

概ね10年後の目標値 

80% 

H27年度 現況値 

75% 

６１  

新幹線駅30分圏 

概ね10年後の目標値 

65% 

H27年度 現況値 

59% 

19市町３０分圏 

関門医療センター 

山口大学医学部 
附属病院 

県立総合医療 
センター 

岩国医療センター 

徳山中央病院 

長門市役所 

萩市役所 

山口市役所 周南市役所 

柳井市役所 

岩国市役所 

阿武町役場 

和木町役場 

上関町役場 

田布施町役場 

光市役所 

下松市役所 

防府市役所 

美祢市役所 

平生町役場 

山陽小野田 
市役所 

宇部市役所 

周防大島町役場 

下関市役所 

新下関駅 
厚狭駅 

新山口駅 

徳山駅 

新岩国駅 

 

 

 

【凡例】 到達圏      （H27年度現況値）  

到達圏拡大範囲（概ね10年後目標値）  

  高速道路     一般国道      県道 

概ね10年後の目標値 

45% 

H27年度 現況値 

40% 
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 第６章 道路行政の進め方 

効率的で透明性のある事業執行 １ 

 ６４  

◆道路管理者間の連携強化 

山口県道路メンテナンス会議 

道路の老朽化対策を効果的・効率的に行うため、県内全ての道路管理者が結集して相互に連

絡調整を行う、「山口県道路メンテナンス会議」の取組が進められています。 

道路網全体として一体的な機能を発揮し、道路ストックの効果を最大限に発揮させるため、

また、住民の皆様からの道路に関する相談や道路の異状等の情報に迅速に対応するため、計

画・工事・維持管理のそれぞれの場面で、道路管理者間の連携強化を図っていきます。 

 厳しい財政状況の中で限られた予算を有効に活用し、重点的・計画的にみちづくりを進め

ていくため、効率的で透明性のある事業執行に努めます。 

効率的な事業執行 

2車線改良 

待避所* 

１車線改良* 

1.5車線的道路整備
* 

視距確保* 視距確保* 

地域住民や道路利用者のニーズを踏まえ、地形や交通量など、地域の実情に応じた道路の

設計・仕様により、必要な機能を満たす道路の整備を最小のコストで実施します。また、工

事の内容に適した新技術・新工法を積極的に活用し、効率的なみちづくりを進めます。 

また、既存施設の安全確保とメンテナンスに係るトータルコストの縮減・平準化を両立で

きるよう、戦略的なメンテナンスを徹底します。 

 

◆総合的なコスト縮減策の推進 

ローカルルールの適用 

コスト縮減を図りつつ整備効果を早期に発現

させる観点から、視距確保
*
や待避所

*
の整備な

どによる1.5車線的道路整備*を実施しています。 

効率的な道路整備を進めるため、既存ストックの有効活用や、ソフト施策を含む複数の整

備手法の検討、さらには、ローカルルールの適用や新技術・新工法の導入等によるコスト縮

減に努めるとともに、完成間近な箇所への予算の優先配分や、他の道路管理者との連携等に

より、整備効果の早期発現・最大化を図ります。 

快適な道路利用に向けた取組 

ゴールデンウィーク、お盆、年末年始において、交通規制を伴う工事を抑制するなど、国や

市町、占用事業者等と協調して交通機能の低下防止に努め、道路利用者の満足度向上に務めて

います。 
交通量が多い時期の路上工事を中止・抑制 

各事業間の工程調整などによる路上工事の総合的縮減 

ホームページや広報誌、工事案内板を通じた事前の情報提供の徹底 
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取組の進め方（PDCAサイクル） 

道路整備計画 

施策展開 
評価 

見直し 

・推進体制の構築 
・各施策の実施計画の検討 
・計画に基づく施策の実施 

・各評価指標数値の収集 
・施策の進捗、効果の評価 

・評価結果により必要に応じて   
  計画の見直し 

道路整備計画 

見直した計画 

活力みなぎる山口県 

透明性のある事業執行 

◆情報の共有化・評価の明確化 

地産地消の取組 

公共工事における地産地消の取組として、「やまぐち発新

製品」や、県の主要な地場産品であるセメントを利用する

「コンクリート舗装」の活用促進について、公共工事発注機

関や県民に紹介し、県の取組の浸透と利用拡大を図っていま

す。 

◆その他の取組 

道路整備に関する情報提供や、各段階において事業評価を適切に実施することにより、透

明性を確保し、県民の皆様の御理解・御協力を得ながら円滑な事業執行に努めます。 

バイパス整備や道路拡幅等の大規模な事業は、事業着手から完成まで長期間を要します。

個々の事業をできるだけ早く完成・供用し、効果が早期に発現するよう、適切な事業規模の

設定や事業手法の選定を行います。 

◆整備効果の早期発現 

山陽自動車道宇部下関線の取組 

山陽自動車道宇部下関線（Ｌ＝28.1ｋｍ）の基本構造は4車線ですが、暫定2車線整備に

より、工事着工から約5年の歳月で開通し、高速道路ネットワークの充実強化が図られました。 

 

 

今後整備が必要な箇所については、各地域の特性や課題・ニーズを踏まえ、市町のまちづ

くり計画等との整合や必要性、緊急性、費用対効果等を勘案して選定し、本計画のみちづく

り方針に沿ってその整備目的を明らかにした上で、今後整備が必要な主な路線として示しま

す。また、主な整備中箇所については、その目的や内容、目標等を公表する 

とともに、新規採択時評価や事後評価等を行い、 

適切な事業執行に努めます。 

 加えて、本計画の進行管理は、みちづくりの 

方策ごとに設定した評価指標について、その進 

捗（達成）状況を把握し、検証を行った上で、 

必要に応じて見直しを図る仕組み（PDCAサイ 

クル）により進めることとし、評価指標の進捗 

（達成）状況や、検証結果については、適時公 

表していきます。 



項目 概要 具体施策 

総合的な 
コスト縮減
策の推進 

 地域の実情に応じた道路整備や総合的なコスト縮

減に向けた取組のさらなる充実を図り、事業の効率

性の向上を図ります。 

❖新技術・新工法の活用 

❖県内産の技術、製品の

活用 

❖1.5車線的道路整備* 

               等    

道路管理者間
の連携強化 

 道路管理者間相互の連携強化により、効率的なみ

ちづくりを進めます。 

❖国道、県道、市町道等

の道路管理者間相互

の連携 

               等 

整備効果の 
早期発現 

 事業区間、事業手法の適切な設定や、既存道路の

有効活用などにより、整備効果の早期発現に努めま

す。 

❖整備手法・整備順序の

最適化 

❖部分供用開始 

               等 

情報の共有
化・評価の
明確化 

 情報の積極的な公表と、事業着手から事業完了後

までの一貫した評価システムの運用により透明性の

確保を図ります。 

❖情報提供 

❖新規採択時評価、事後

評価等の実施 

               等 

 みちづくりには県民の皆様の御理解と御協力が必要です。 

 県民の皆様との信頼関係を構築し、協働のみちづくりを進めます。 

県民の皆様との協働によるみちづくり ２ 

◆県民の皆様の声の反映 

◆情報の発信 

道路は、最も基礎的な社会基盤であり、県民の皆様と一緒になって築き上げていく必

要があることから、皆様の声を反映していくことに努めます。 

山口の道づくり意見交換会 

地域の課題や利用者ニーズを踏まえた山口県のみちづく

りを推進するため、国・県・市町や経済団体等が一堂に会

し、道路に関する最新の情報を共有するとともに、それぞ

れの地域における課題や道路整備・維持管理のあり方等に

ついて意見の交換を行いました。 

主な整備中箇所について、概要や期待される効果等をホームページや県政出前トーク

などを活用して発信するほか、現場見学会の開催などを通じて県民の皆さまに道路行政

をより身近に感じて頂けるよう努めます。 

また、路上工事や冬期の通行規制情報などについて、ホームページ等により適時情報

提供を行い、道路サービスの拡充に努めます。 
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山口県では、県民の皆さんのご注文に応じて、職員が

直接皆さんの所へお伺いし、県の施策、事業等について

説明させていただく、「やまぐち県政出前トーク」を実

施しています。 

工事や災害等の通行規制について、パソコン・携帯電話から確認できます。 

・月間平均アクセス数：約９５，０００件／月 

 （平成24年1月から平成28年1月までの平均） 

  

道路見えるナビ（URL：http://road.pref.yamaguchi.jp/） 

※全９地点(他機関管理のカメラ
を含めると全20箇所)で積雪状
況がわかります。(12/1～
3/31の間のみ) 

■主な道路の積雪状況が分かる  

※Googleマップ上で、県内の主な規制情報を確認できます。
（パソコン用ページのみ） 

※アイコンをクリックすると、迂回路や解除の予定等の情報
が表示されます。 

■工事や災害等の通行規制が分かる 
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→ 山口県の道路維持管理／山口県の道路整備 

県政出前トークの取組 

平成27年度の道路関連のテーマ 

 

現場見学会の取組 

建設業のイメージアップを図るため、県内の土木系

学科の高校生及びその保護者を対象に、建設産業の魅

力を感じ、理解を深めてもらうことを目的に、一般社

団法人山口県建設業協会との共催により、現場見学会

を開催しています。 

2016/12/01  ○○：○○時点 

2016/12/01  ○○：○○時点 

○○℃ ○○℃ 

凍結 

※画像はイメージ 



項目 概要 具体施策 

県民の 
皆様の声の
反映 

 道路に関する県民の皆様の様々な意見や提言、

苦情、相談等に対して、速やかに対応するととも

に、今後のみちづくりに反映します。 

❖道の相談室 

❖各種アンケート調査結果

などの反映 

情報の発信 

 道路の規制情報やイベント情報、工事の概要、

開通情報など、道路に関する様々な情報をわかり

やすく県民の皆様にお知らせします。 

❖ホームページ、広報誌、メ

ディアなどの活用 

県民活動の
支援 

 NPOや地域住民の皆様による、花壇の整備など、

道路上における活動を支援し、にぎわいのある地

域づくりに貢献します。 

❖道路に関連した地域活動、

イベント等への協力・支援 
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◆県民活動の支援 

やまぐち道路愛護ボランティア支援制度＊ 

花壇の整備や歩道の清掃等を希望す
る住民・ボランティアの方々に、花
の苗やゴミ袋などを支給します。 

道路は国民生活に欠くことのできない最も基礎的な社会基盤ですが、あまりに身近な存

在のため、その重要性が見過ごされがちです。1人でも多くの方に関心を持って頂けるよ

う、道路愛護思想の普及を図ります。 

また、「県民活動支援センター」とも連携しながら、道路に関するボランティア活動に

ついての情報提供に努めるとともに、『やまぐち道路愛護ボランティア支援制度*』や『山

口県きらめき道路サポート事業* 』により、県民の皆様のボランティア活動を支援します。 

道の日の取組 

国土交通省は昭和６１年度に、８月１０日を「道の日」と制

定しました。道路の意義・重要性に対する、皆さまの関心と道

路愛護の精神を高めるため、全国各地で毎年様々な行事が実施

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



山口大学では、「地域のインフラ再生を担

う中核的人材」を養成するため、学び直しの

システムを構築することを目的とした「社会

基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ山

口）」事業を実施しています。 

県では、こうした事業を活用しながら人材

の育成に努めるとともに、山口大学等と連携

して進めている官学勉強会等の実施により、

技術力の向上を図っています。 

コンクリートのひび割れは、構造物の長期的な耐久性に悪影響を及ぼし、トンネルや高架

からのコンクリート片の落下事故に代表されるように、ひび割れに起因した構造物の不具合

が、信頼性低下に直結します。 

県では、これまで得られた多くの知見を踏まえて「コンクリート構造物品質確保ガイド」

を作成し、発注者、設計者、施工者、製造者の各関係者の協働によりコンクリート構造物の

品質確保を図るとともに、さらなる技術力向上を目指しています。 

 また、受注者を適切に支援できる公務員技術者を育成するため、コンクリート打ち込み時

などに座学・現場研修・意見交換を各出先機関と技術管理課の共催で開催し、職員の技術力

向上を図っています。 

 

建設業への若年入職者の減少や、建設技術者・技能労働者の高齢化が進む中、担い手

確保・育成を推進し、これまで培われてきた技術を次世代に確実に繋いでいきます。 
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項目 概要 具体施策 

技術力の向上・
技術の伝承 

 これまで培われてきた技術を次世代に引き継

ぎ、将来にわたって確実な道路整備に努める。 

❖技術マニュアルの整備 

❖研修等の拡充   

               等 

県民の皆様に快適に安心して道路を利用していただくため、 また、“みち”という財産

を次世代に『つなぐ』ため、技術力の向上や技術の伝承に努めます。 

技術力の向上・技術の伝承 ３ 

コンクリートの品質確保の取組 

◆技術力の向上・技術の伝承 

社会基盤メンテナンスエキスパート（ME山口） 

山口県建設業協会 
山口県測量設計業協会 

国土交通省 
山口県、各市町 

山口大学 

地域のインフラ再生を担う 
中核的人材の養成 

産官学が連携 

地元のインフラは地元で守る！ 
そのための産官学の協働による人材育成 

社会基盤メンテナンスエキスパート（ME山口） 
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本計画の策定にあたっては、県民・企業アンケートや出前ミーティングで頂いた県民の皆様のご

意見を把握するとともに、策定の各段階において、「山口県道路懇談会」で有識者や道路利用者

の皆様から意見・提言を頂いています。 

山口県道路懇談会の様子 出前ミーティングの様子 

計画策定の進め方   

 ■策定の経緯 

第１回 
道路懇談会 
（Ｈ２７．６．２２） 

山
口
県
道
路
懇
談
会 

山口県の道路整備計画 
「やまぐち未来開拓ロードプラン」公表 

道路整備計画（素案） 
の作成 

第２回 
道路懇談会 
（Ｈ２７．１２．２１） 

第３回 
道路懇談会 
（Ｈ２８．６．６）  

県民意見の反映 

道路整備計画（案） 
の作成 

主な整備箇所（案） 
の作成 

※県民・企業アンケートは、 
  Ｈ２５に実施済 

県民・企業アンケート※ 
出前ミーティング（８地域で開催）（H27.8.31～H27.9.16） 

山口の道づくり意見交換会（H27.11.2） 

県民ニーズ・地域課題の把握 

パブリックコメント 
（Ｈ２８．４．７～Ｈ２８．５．６） 

等 

基本的な方向・策定の進め方の決定 

７２ 
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氏  名 所属団体及び役職 

今 井 佐知子  子育て県民運動地域推進協議会 会長 

大 下  博 一般社団法人山口県身体障害者団体連合会 会長 

小 田 孝 夫 
 

河 向 英 利 
山口県商工会議所連合会 常務理事 

河 崎 靜 生 
山口県道路利用者会議 会長 
（一般社団法人山口県トラック協会 会長） 

進 士 正 人 国立大学法人山口大学 工学部長 

田 中 一 郎 
 

西 田 隆 男 
山口県経営者協会 専務理事 

西 川 三代子 一般財団法人山口県老人クラブ連合会 会長 

船 﨑 美智子 特定非営利活動法人やまぐち県民ネット２１ 理事 

松 井 邦 昭 一般社団法人山口県観光連盟 専務理事 （ 参事 ） 

村 重 理 是 山口放送株式会社 山口支社長 

 森   邦 恵 公立大学法人下関市立大学経済学部 准教授 

［委員（１１名）］ （敬称略、五十音順） 

［開催状況］ 

実施日 内容等 

第１回 平成２７年 ６月２２日 
山口県の道路整備の基本的な方向・策定の進め
方について 

第２回 平成２７年１２月２１日 山口県の道路整備計画（素案）について 

第３回 平成２８年 ６月 ６日 
山口県の道路整備計画「やまぐち未来開拓ロード
プラン」（案）及び別冊「主な整備箇所」について 

※ 

※ 

※  平成28年6月1日～ 

※ 

山口県道路懇談会   



 ■用語解説 
 本計画に記載されている用語のうち、専門的な用語、十分に定着していない用語などについて、そ
の解説を記載しています。 

あ 

● アセットマネジメント 

資産管理（Asset Management）の方法。道路
管理においては、橋梁、トンネル、舗装等を道
路資産ととらえ、その損傷・劣化等を将来にわ
たり把握することにより、最も費用対効果の高
い維持管理を行うための方法のこと。 

い 

● １車線改良 

本来２車線以上となる県道などにおいて、地域
に応じた通行機能を早期に確保するため、車
道の幅員を３ｍ以上で整備すること。 

● １．５車線的道路整備 

全線を２車線で整備するのではなく、１車線の
整備と待避所の設置を組合わせた整備のこと。 

か 

● カルバート 

道路の下に、水路、通路などの空間を得るた
めに盛土あるいは地盤内に設けられる構造物
のこと。 

き 

● 基幹的集落 

旧小学校区など複数の集落からなる一定の生
活圏内において、行政機関や医療、教育、生
活サービス関連の施設が立地していたり、交
通の要衝や道路の結節点であることなどにより、
その生活圏の中心となっている集落のこと。 

● 緊急輸送道路 

地震直後から発生する緊急輸送を円滑かつ確
実に実施するため、高速自動車道、一般国道
及びこれらを連絡する幹線道路並びにこれら
の道路と知事が指定する防災拠点を連絡する
道路のこと。 

け 

● 元気生活圏 

中山間地域の集落機能を持続可能なものに活
性化し、底力のある地域を創るため、基幹的集
落を中心とする複数集落で構成し、日常生活
に必要なサービス等を拠点化・ネットワーク化
した「基礎生活圏」を形成するとともに、近隣の
中心都市とも連携しながら、この生活圏を核に
地域産業の振興や人口定住の促進を目指す、
本県独自の構想のこと。 
※基幹的集落 行政機関や医療、教育、生活サービ
ス関連の施設が立地していたり、交通の要衝や道
路の結節点であることなどにより、その生活圏の中
心となっている集落のこと。 

こ 

● 広域交通拠点 

空港・新幹線駅・高速ＩＣなどの施設のこと。 

● 高規格幹線道路 

一般的に自動車が高速で走れる構造で造ら
れた自動車専用道路のこと。山口県内では、
中国縦貫自動車道や山陽自動車道、関門自
動車道、山陰自動車道（山陰道）を指す。 

● 交通結節点 

異なる交通手段（場合によっては同じ交通手
段）を相互に連絡し、乗り換えや乗り継ぎを行
う場所のこと。 

● 国土強靱化 

どのような災害等が発生しても「致命的な被
害を負わない強さ」と「速やかな回復するしな
やかさ」を持った安全・安心な国土・地域・経
済社会を構築すること。 

● 国土形成計画 

「国土のグランドデザイン２０５０」等を踏まえ
て、急激な人口減少、巨大地震の切迫等、国
土に係る状況の大きな変化に対応した、平成
２７年から概ね１０年間の国土づくりの方向性
を定めたもの。 

● 国土のグランドデザイン２０５０ 

本格的な人口減少社会の到来、巨大地震の
切迫等に対する危機意識を共有しつつ、２０５
０年を見据え、未来を切り拓いていくための国
土づくりの理念・考え方を示したもの。 

さ 

● ３次救急 

２次救急まででは対応できない重篤な患者へ
の医療提供のこと。救命救急センターや高度
救命救急センターによって行われる。 

し 

● 視距確保 

見通しの悪い道路について地山掘削等を行
い、設計速度に応じた見通し（視距）を確保す
ること。 

● シェッド 

鉄筋コンクリートや鋼材などで道路を覆い、落
石等が路面に直接落下するのを防ぐ施設の
こと。 
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し 

● 自転車通行環境 

歩行者、自転車の安全性、快適性の向上の
観点から、路線毎に交通状況（自動車の規制
速度及び交通量等）や道路状況（道路横断面
構成）が変化する箇所を踏まえて整備した、
自転車道・自転車歩行者道などの自転車通
行空間のこと。 

● 社会資本整備重点計画 

社会資本整備事業（道路、交通安全施設、鉄
道、空港、港湾、航路標識、公園・緑地、下水
道、河川、砂防、地すべり、急傾斜地、海岸及
びこれら事業となってその効果を増大させる
ため実施される事務又は事業）を重点的、効
果的かつ効率的に推進するために策定され
た計画のこと。 

● 渋滞損失時間 

渋滞によって、車両が通常時の走行時間より
も余分にかかった時間の総合計のこと。 

● 主要渋滞箇所 

平成２４年度に、「山口県道路交通渋滞対策
部会」が中心となり、１９市町の意見やパブ
リック・コメントの結果及び最新データ等によ
る検証のうえ選定した、交通渋滞箇所のこと。 

す 

● ストック効果 

道路が整備され供用されることで、人流・物流
の効率化、民間投資の誘発や観光交流、人
口・雇用などを増加させ、長期にわたり経済を
成長させる効果のこと。 

● スマートインターチェンジ 

ＥＴＣ技術を活用した自動料金収受方式によ
り、料金所の無人化、分散化を可能としたイン
ターチェンジ。インターチェンジの建設費・管
理費のコストが縮減され、追加インターチェン
ジ等の整備が容易となりインターチェンジ周
辺の地域活性化に貢献する。 

せ 

● 生活関連経路 

生活関連施設（高齢者、障害者等が日常生
活又は社会生活において利用する旅客施設、
官公庁施設、福祉施設等）相互間の経路のこ
と。 

● 生活交通 

地域における通勤、通学、通院、買物などの
日常生活に不可欠な身近な公共交通のこと。 

● 線形改良 

急カーブ等で走行に支障をきたす区間につい
て、走行の安全性が確保できる線形に整備す
ること。 

た 

● 待避所 

狭隘な道路で車両のすれ違いが行える道路の
付属施設のこと。 

ち 

● 地域高規格道路 

高規格幹線道路を補完し、地域道路ネットワー
クの軸を形成する、連携・交流・連結のいずれ
かの機能を持つ高規格な道路のこと。 

● 中山間地域 

一般的には、平野の周辺部から山間部に至る
まとまった平坦な耕地が少ない地域のこと。山
口県では、地域振興５法（離島振興法、山村振
興法、半島振興法、特定農山村法、過疎地域
自立促進特別措置法）の適用地域又は農林水
産省の農業地域類型区分による山間農業地域、
中間農業地域のいずれかに該当する地域を指
す。 

● 長寿命化計画 

維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図る
ため、具体的な対応方針を定めた計画のこと。 

と 

● 特殊車両通行許可制度 

道路の保全と交通の危険防止を図るため、一
定の寸法や重量等を超える車両は通行を制限
しているが、物流の効率化等を目的に制限値を
超えた車両について「特殊車両」として道路管
理者が許可し通行できることとしている制度の
こと。 

● 都市機能 

医療・福祉・商業施設など、都市の生活を支え
る機能のこと。 

● 都市計画道路 

円滑な都市活動を支え、都市生活者の利便性
を向上し、良好な都市環境を確保するうえで、
必要な施設として、都市計画に定められた道路
のこと。 

は 

● バリアフリー 

障害のある人が社会生活をしていく上で障壁
（バリア）となるものを除去するという意味で、段
差等の物理的障壁の除去をいうことが多い。 
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ふ 

● 物流拠点港湾 

国際海上貨物輸送網または海上輸送網の拠
点となる港湾であって、山口県の強みである
瀬戸内産業の再生・強化に直結する産業基
盤となる６港（徳山下松港、岩国港、三田尻中
関港、宇部港、小野田港、下関港）のこと。 

み 

● ミッシングリンク 

主要都市間等を連絡する高規格幹線道路等
のうち未整備の部分のこと。 

む 

● 無電柱化 

電力線や通信線等を収容する電線共同溝な
どの整備により電線類を地中化するなど、道
路から電柱をなくすこと。これにより、台風や
地震等の災害時に、電柱が倒れたり、電線が
垂れ下がったりといった危険をなくすことなど
も目的とする。 

や 

● 山口県橋梁長寿命化修繕計画 

県民が安心・安全に道路を通行できるように
橋梁の機能を確実に維持し、橋梁の修繕およ
び架替に係る費用の縮減と平準化を図った上
で、県民の財産である橋梁を適切に管理して
いくための計画のこと。 

● 山口県きらめき道路サポート事業 

県道や県が管理する国道において、あらかじ
め認定を受けた団体が道路ののり面等の草
刈りを行う場合に、県がその活動方法等につ
いて助言を行うとともに必要な経費の一部を
支援する事業のこと。 

● 山口県公共施設等マネジメント基本方針 

将来の財政負担の軽減・平準化を図るため、
今後の公共施設等の計画的・効率的な管理
に向けた方針を定めるもの。 

● 山口県道路交通渋滞対策部会 

山口県における総合的な渋滞対策を推進す
ることを目的に国、県、警察、NEXCO西日本
で構成された組織のこと。 

● 山口県土木建築部インフラマネジメント計画 

公共施設の総合的な管理を推進するための
「山口県公共施設等マネジメント基本⽅針」を
踏まえ、土木建築部が所管する公共土木施
設等の維持管理・更新等を着実に推進するた
めの具体的な取組⽅針を取りまとめたもの。 

ゆ 

● ユニバーサルデザイン 

「すべての人のためのデザイン」を意味し、年
齢や障害の有無などにかかわらず、最初から
できるだけ多くの人が利用可能であるように
デザインすること。 

● 山口県まち・ひと・しごと創生総合戦略 

チャレンジプランに掲げた取組のうち、産業、
地域、人材の活力創出に資する施策を重点
的に絞り込み、本県の実情に応じた今後「５
年間の目標」、「施策の基本的方向」、「具体
的な施策」を定めた計画のこと。 

● やまぐち産業戦略推進計画 

強い産業力なくして明日の地域の活力は生ま
れないとの考え方の下、「産業力・観光力の
増強」を最重点課題に掲げ、本県産業力の再
生・強化に取り組む今後の産業戦略の指針と
なる計画のこと。 

● やまぐち道路愛護ボランティア支援制度 

県道や県が管理する国道において、花壇の
整備や歩道清掃等を希望する住民やボラン
ティアへ活動場所を提供し、また活動に必要
な花の苗、ごみ袋を支給するとともに活動を
示す表示板を設置することにより、県民のボ
ランティア活動を支援することを目的とする。 
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山口県土木建築部  

山口県土木建築部道路建設課  

TEL：083-933-3714   E-mail：a18300@pref.yamaguchi.lg.jp 

（お問い合わせ）   

〒753-8501 山口県山口市滝町１-１ 
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